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広報あらお

★荒尾市強調月間★

3月は
「緑化の月」

◤おもな内容　　m a i n  c o n t e n t s

学校通信 2
まちの話題 3
消防出初式フォトレポート 5
市民マラソン大会フォトレポート 6
あらお梨の花元気ウォーク参加者募集 7
世界遺産シンポジウムを開催 8
あらおのいきいき企業 9
子育てのひろば 10
保健・健康 12
市民病院からのお知らせ 14
バスに乗って、バスを守ろう 15
引っ越しの手続きが休日にできます 16
くらしの情報 18
試験・募集・イベント 24
はじめての HAPPY BIRTHDAY など 29
図書館情報 30
文化センター情報 31
相談の窓口など 32
あらおカレンダー 35

地 域とともにある学校づくりを目指し、文部科学省か
ら「コミュニティ・スクール導入等促進校」の指定

を受け、さまざまな取り組みを行っています。
　昨年 11 月 26 日に、地域の人とともに「桜山クリーン作
戦」に参加しました。桜山校区青少年健全育成ネットワー
ク（代表久

く の う

能健
け ん じ

司さん）主催で毎年行われており、今回で
14 回目です。この取り組みは、当時の代表松

まつしま

島眞
ま ち こ

智子さん
たちが「みんなで私たちの町をきれいにしよう」と立ち上
がり、小学生から地域の大人まで声をかけて始まったもの
です。今年度は、「桜山クリーン作戦」が始まった理由、運
営に携わる人々の思いや願いを 5・6 年生が事前に松

まつしま

島さ
んと事務局の吉

よしむら

村敏
としゆき

行さんに聞き取りました。さらに、聞
き取ったことを基に 5年生が全校集会で参加を呼びかけま
した。当日は、あいにくの小雨でしたが、児童と保護者だ
けでなく四中の生徒の皆さん、先生、地域の人など約 400
人が、それぞれの地区から歩きながら集めてきたごみを持
ち寄りました。参加した 6年生は、「地域の人とたくさん話
せて、温かい思いを感じました。来年も参加したい」と話
しました。今後もさまざまな取り組みをする中で、未来の
桜山、荒尾をつくる子どもたちを育てていきたいです。

まちの話題

1/22 旅の友は「本」と「地域の温かい心」
　　～荒尾駅に「旅の友図書棚」を開設～

　荒尾駅に、利用者が自由に本を持ち帰ってよ
い「旅の友図書棚」が設置されました。地元の
ボランティア団体「『こころ』ゆかいな仲間たち」
（代表落

おちあい

合久
く み こ

美子）が駅構内待合室の一角に書棚
を設置し、漫画・小説など約 300 冊の本を置い
ています。本は市内外の住民などから寄贈され
たもの。開始式で落合代表は、「笑顔で本を寄贈
してくださるなど地域の皆さんの温かい心を感
じました。荒尾での思い出とその心も一緒に持
ち帰ってほしい」とあいさつしました。

▶
本
の
補
充
な
ど
図
書
棚
の
管
理
も
同
団

体
が
行
い
ま
す
。
写
真
は
落
合
代
表

▶
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
マ

ジ
ャ
ッ
キ
ー
も
同
行
し
ま
し
た

　世界文化遺産の万田坑、ラムサール条約登録
湿地の荒尾干潟など、市の魅力を広くアピール
するため九州各県を訪問する、「荒尾市観光キャ
ンペーンキャラバン隊」の結団式を万田坑で開
催しました。同キャラバン隊は市と市観光協会、
同協会加盟団体やグリーンランドリゾート株式
会社などで構成され、2月 5日～ 22 日にかけて、
福岡市や長崎市など九州各県の市役所・新聞社・
テレビ局などを訪問し、市の観光資源を売り込
みました。

2/2 魅力たっぷりの荒尾をみんなで PR
～市観光キャンペーンキャラバン隊結団式～

桜山クリーン作戦の始まった
当時の思いや願いを、松島さ
ん ( 右 ) と吉村さん ( 左 ) から
聞き取りました

◀

桜山クリーン作戦の様子。い
つも遊んでいる公園などのゴ
ミを拾いました

▶

桜山クリーン作戦では、地域
の皆さんと一緒に分別してご
みを集めています

◀

「夢や目標の実現に向け、頑張って」
～宮尾県教育長が一小と海陽中を訪問～

1/17

　本市出身の宮
み や お

尾千
ち か こ

加子県教育長が、母校であ
る一小と海陽中（旧一中）を訪問しました。一
小では授業参観をし、その後、海陽中で全校生
徒を前に講話をしました。講話では、熊本地震
での子どもたちの活躍やグローバルな人材にな
る大切さについて話し、自ら進んで行動できる
大人になってほしいとエールを送りました。
　生徒たちは先輩からの講話に静かに耳を傾け、
最後に生徒の代表から抱負と感謝の言葉が贈ら
れました。

大切な荒尾の宝を守る
～宮崎兄弟の生家と万田坑で防火訓練～

　昭和 24 年 1 月 26 日に法隆寺金堂壁画が火災
により焼損したことから、毎年 1 月 26 日は文
化財防火デーとして定められ、全国的に文化財
防火運動が行われています。
　荒尾消防署協力のもと、宮崎兄弟の生家施設
と万田坑でも防火訓練を行い、文化財を火災か
ら守ることの大切さを再認識しました。訓練に
参加した国際交流員のタンさんは「自国のシン
ガポールとは違い、木造の建造物を守る大変さ
と大切さが分かりました」と話しました。

1/22・26

▶
水
消
化
器
を
使
っ
て
訓
練
に
臨
む
タ
ン

さ
ん
（
左
か
ら
2
人
目
）

▶
海
陽
中
で
の
講
話
で
、
生
徒
へ
の
エ
ー

ル
を
送
る
宮
尾
県
教
育
長
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